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拠点 岩谷堂地区センター

（江刺大通り1-61察鯖35-1201）
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岩谷堂地岩谷堂地区区

さくらドリーム事業

半世紀以上続いている「元旦歩こ

う会」。町中から向山公園までの約２

kmを毎年100人余りが歩きます。最

後はお楽しみの餅まき。

元旦歩こう会

協働のまちづくり交付金を活用して、桜木の枝切りや

点検など桜の再生に取り組み、魅力ある地域を目指して

います。

向山公園諮

▼館山史跡公園

持続可能なコミュニティーを目指して
コミュニティーに対する意識の希薄化や自治会間格差に対応するため、

昨年「地域運営検討委員会」を立ち上げました。地区住民との話し合いや

研修などを実施し、持続可能なコミュニティーを目指します。

各専門部の代表的な事業
生涯学習部 小・中学生によるボランティア体験、復興支援学習

体育振興部 運動会、各種スポーツ大会、ニュースポーツ体験

地域福祉部 一人暮らし高齢者小旅行、にこにこネット大忘年会

環境保健部 春・秋のクリーン行動、花いっぱいコンクール

交通安全部 交通安全街頭指導、交通安全パトロール

防災対策部 防災訓練、火防点検訪問、防災講習会の開催

防犯対策部 防犯パトロール、防犯風鈴設置、無施錠自転車点検

研修会を開催します ※講演はどなたでも聴講できます

「持続可能な地域運営を目指して」―これからの自治会・振興会活動―

■日時 ２月18日鍾 【講演】午前10時～ 【ワークショップ】11時～

■場所 えさし藤原の郷 映像館

■対象 自治会、振興会関係者

■講師 ＮＰＯ法人いわて地域づくり支援センター 若菜千穂常務理事

■問い合わせ 岩谷堂地区センター（察35-1201）
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などでは、６年

生が練習の成果

を発揮して勇壮

に踊り、地域の

方に大変喜ばれ

ています。１１月

から引き継ぎ活

動がスタートし、

６年生はそれまでに教わったことを全ての学年に教

えます。１～４年生はそれぞれに決められた範囲ま

での口唱や踊りができるよう、５年生は全てを通し
くちしょう

て演じられるよう一生懸命練習します。お世話に

なった６年生に安心して卒業してもらうため、２月

21日の引き継ぎ式に向けて頑張っています。

સߏྒྷ山岈Ҷੋ屽ࢢ
児童会スロー

ガン「大切な友

達 みんな仲良

く元気な稲小」

の下、執行部主

催の「全校なか

よしタイム」が

年に２回行われ

ます。10月は、「ふえおに」「伝言ゲーム」を縦割班

ごとに行いました。執行部は、低学年に配慮した

ルールにしたり、ゲームの審判をしたりと全校のた

めに大活躍です。上級生が下級生を思いやって行動

し、心地よく楽しく活動できる、子どもたちが大好

きな行事です。低学年も長い伝言文をしっかり聞き

取り伝えるので、ほとんどの班が合格！ 班の団結

力もアップし、にこにこ笑顔が満開になります。

稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲瀬瀬瀬瀬瀬瀬瀬瀬瀬瀬瀬瀬瀬小小小小小小小小小小小小小学学学学学学学学学学学学学稲瀬小学校校校校校校校校校校校校校校

稲瀬小学校は、明治６年に創立され、今年147年

目を迎えました。江刺地域の西部に位置し、校名の

とおり広大な田園地帯が広がっています。田植え、

稲刈り、郷土芸能、環境整備作業など、保護者・地

域の方々に支えられながら、子どもたちは明るく伸

び伸びと学校生活を送っています。児童会では「あ

いさつ運動」に積極的に取り組んでおり、校内はも

ちろん、来客に対しても気持ちのよいあいさつが響

き渡ります。ま

た、郷土芸能「鹿
しし

踊り」は、地域
おど

との連携の下、

総合的な学習の

一環として積極

的に取り組んで

います。

Ҷੋঘָࣝߏཅ岤
「稲瀬小学校金津流鶴羽衣鹿踊り」は、平成４年度

かな つ りゅうつる は ぎ

に、旧江刺市から郷土芸能伝承支援事業の指定を受

けたことをきっかけに始まりました。それ以来、金

津流鹿踊保存会の方々にご指導を受けながら、全校

で取り組んでいます。学校や地域の運動会、芸能祭

児童数 69人
所在地 奥州市江刺稲瀬字下台12 察35-1926 運動会で鹿踊りを披露する６年生

笑顔であいさつをする子どもたち

近隣の保育園との

交流学習を毎年行っ

ています。１年生は

生活科の学習で、学

校周辺の草花などを

利用した創作活動な

どに取り組んでいま

すが、『「わかば園の

おともだち」ようこそ たからものランドへ』と題

した交流学習にも挑戦しています。10月にわかば園

の年長児を招待し、楽しく活動しました。１年生は

大張り切りで、遊び方の説明をしたり、一緒に遊ん

だりしてお兄さん、お姉さんぶりを発揮しました。

わかば園との交流

年間を通して、地域の読み聞かせボランティアの

皆さんに朝の読み聞かせをしてもらっています。昨

年度、小田嶋サダ子氏編著「江刺物語」に収められ

ている「稲瀬道徳長者ものがたり」を基に、地域の

方々と学校が協働で紙芝居を作りました。図書まつり

や読み聞かせの時間

に読んでもらった子

どもたちは、臨場感

豊かな語りで進む紙

芝居を食い入るよう

に見つめながら、地

域に伝わる物語の世

界に浸りました。

地域の方による読み聞かせ

園児と楽しく過ごした交流学習

ボランティアによる紙芝居

全校児童で行われる伝言ゲーム




